同じ 展覧会 を 見て 歩く ので も、 単に 絵 を 見て 味わい 

楽しもう という 心 持で 見る のと、 何 かしら 一 つ 批評で 

もして みょうと いう 気で 見る のとで は、 見る 時の 頭の 

働き 方が 違う だけに、 その 頭に 残る 印象に も かなりの 

差が ぁリ 得る 訳で ある。 尤も ほんとうに 絵 を 味わい 楽 

しむた めに は、 ある 意味での 批評 をし なければ ならな 

い 事 は 勿論で あるが、 しかし、 意識的に 批評の ための 

批評 をしょう という 心 持が あって は、 芸術品 を 楽しみ 

味わう 邪魔になる ばかりでなく、 却って 本当の 正しい 

批評 をす る ことの 障碍 t になり はしまい か。 この 点 は 

プロフェッショナルな 批評家の、 苦心の 要る ところ だ 



(大正 十三 年 十月 『明星』) 
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